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OB各 位

平成 11年～平成 15年 までの

OB会 費納入 につ いてのお願 い

OB会 会計 鳥越 伸博 (23期 )

40周 年記念事業 も天候 にも恵 まれ、盛況の うちに行 うことが出来、 これを もって、

5年間の OB会 活動を無事終了す ることが出来 ました。 これ もひとえに非常にた くさん

の OBの 方々か ら、 OB会 費を納入いただいたか らに他なりません。 この紙面をお借 り

して厚 くお礼申 し上げる次第です。

さて、 OB会 の新たな 5年間がスター トす るわけですが、向 う 5年間の OB会 費 につ

きま しては、先の総会で承認の通 り、従来 と同 じとさせていただ くことにな りま した。

皆様方には、不況・ リス トラの嵐の中、 ご負担をおかけ しますが、何 とぞOB会 の趣 旨

にご賛同いただ くとともに、再び多数の OBの 方々か らの会費納入が、 OB会 運営の基

礎 となることを ご理解 いただき、下記の通 り納入下 さるようよろ しくお願い致 します。

記

1.金 額    年 2,000円
ただ し、事務負担軽減のため、 5年間の一括先払い (=lo, Ooo円 )に て納入

いただければ幸いです。

2.納 入方法   同封の用紙 にて、郵便局か ら振 り込んで下 さい。

なお、今回か ら銀行振込で もOKで す。その場合には下記 口座宛振 り込んで下 さい。

振込口座 北国銀行 本店 普通預金 口座番号 223703
金沢大学 ワンダーフォーゲル部 OB会

(注 .銀行振込の時は、 自分のお名前の前に「 期」を記入下 さるようお願い します。

例 :23期  鳥越 伸博 )

以  上

OBス キ ー 合 宿   野 沢 温 泉

2月 27日 (十)‐ 28曰 く日 )

27日 夜kリ ゾートハウス「ふるさと」2部屋押さえました。

お申し込みは OB会事務局 舟田節子 盆076-222-9288

または、   奥41E■ ksc― okuna(】 sknet,or.jp.

ma―okuna@pa2。 so― net.or.jp

(リ ゾートハウスふるさと 長野県下高井君̈

“

556

00269-85-2241

FAX 0269-85-3940 )
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OB― 一 言 通 信 追 加

こんなはずではなかったのに一ページl丁 ちを

終えてからも待つことン月。年を越してしまい

ました。ホントニモウー、コンナー。

そうなのです。これまで失癬功議 でした

ので、グチを控えておりました力ヽ 今では醜

連絡のついでにグチのこぼし放題です。うちに

あっては女房のグチ、外 (?)に あっては事務

局長のグチーこんなはずではなかったですよね。

会長を潰さない為にも、締切は守ってほしいも

のです。

という訳で、年賀状の一部も紹介できること

になりました。

中山 美津枝    7期  (ご夫婦連名)

鞍掛山、自山、大嵐山、宿の岩 (以上石川勲

灯澄山、鬼が岳、さざえ岳、西方山 (以上福井

県)牛岳、大日岳 (富山哺 、火打山 (新潟動

高妻山 (長野県)大山 (岬拠動 以上が昨年踏

破した山です。腰痛に悩まされながらも、登山、

スキー、水泳とまだまだ大文夫です。今年はイ

プサム購入で、車の中で女房と寝泊りしながら

の山イ子きを楽しんでいます。

山村 嘉一    班

久し振りにテントかついで自山へ行ってきま

した。良い年になりますようお祈り申し上げま

す。日頃の御無沙汰お詫びいたします。本当に

お世話様です。

山内 政司     16期
先日はお世話になりました。久々に皆さんの

顔を見、なつかしさと、若い顔ヵラ いのに恐れ

を感じました。今後ともよろしくお願いします。

大西 正明     18期
家族共々名古屋に転居して 9ヶ月になります。

妻も子供達も新しい土地に慣れてきたようです。

私は体脂肪を減らすべく、今年は登山とテニス

に励みます。仕事は励まない。

大変大変遅れました力、 40周年記念の写真を

お送り頂きありがとうございました。言い訳し

ません。単なる筆不生です。参加してよかった

と思います。一瞬ではありました力、 青春に戻

った気がしました。oBは懐かしかった。現役

はかわいかった。

松下 和隆 早苗  20期

2年ぶりです。お元気でしょうヵ、 おゃじが

亡くなりちょっとごたごたしてぃました力ヽ だ

いぶ落ち着いてきました。おス、くろとも同居す

ることになり新風が家の中をかけ巡っています。

OB会も時間を作ってまた是非参加したいと思

っています。よろしく。

辻村 善徳    %期
今年は家族が一人ふえて賑やかな正月になり

そうです。昨年はさすがに山に一度も行か (け )

ず、大学以来のことでした。今年はそれをカバ

ーするように是非山へのお誘いお願いします。

高木 美保     "期
5月 に赤ちゃんが生まれ、家族力母曽えます。

本年もよろしくお願いします。金沢に行きたく

て行きたくて。
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「KUWV万 歳 |」 「「バンザーイ !」

夏 合 宿 の 一 言 感 想

北アルプス ( )

3回生 L田村  雨で船に乗れなかつたのは残念だつたが要所要所で晴れてきれいな

景色を見ることができて良い山行だつた。

sL河村  天気が悪いなりに良い山行だつた。

2回生  越前  合宿後、剣岳がTVに映つていてあんな所良く登れたなつて誇らし

げな気分になつた。楽 しかつたヨ。

坂本  後半最高。前半最悪。

志賀  最初のほうは天候が悪 くて思つたような景色は見れなかうたけれ ど

最終的には天気が良くなつて、最初悪かつた分まで思いつきり景色

を堪能することができた。

1回生  小倉  晴れて良かつた。

加藤  立山に行く手段 として黒部のアルペンルー トを使つて良かつたのか

悪かつたのか…。でも雄山神社の御払いで天気が良くなつたのには

感動 した。

田中  いい経験ができました。

1ヒ アルプス ( )

3回生 L森田

sL竹内

2回生  伊藤

笹田

中内

1回 生  阿納

清水

杉村

谷上

3年連続完全制覇ならず。残念。

1週間ずつと雨という厳しい環境の中で登山とは何かということを

もう一度考え直した山行であつた。

天気が良くなかつた。

来年は晴らす。必ず晴れさせるc晴れなかつたら晴れてる所に行く。

ずつと雨だつたけど、晴れたときは良かつた。

天気最悪。

森田先輩の雨パワーは凄い !

得るものがあったし実際得たc

雨ばかりであまりきれいではなかつた,



北アルプス ( )

3回生 L林
sL佐藤

谷本

2回生  石り||

角谷

1回生  奥野

村松

矢田部

来年は小槍を登る。

怪我・風邪 とぼろぼろになリメンバーに迷惑をかけた。申し訳ない

っす。

槍に登れて悔いなし

天気悪かつたな

雨が・…・・。

朝飯がご飯 と味噌汁だけとは力が出ないので改善を。わずかに晴れ

た時の西岳から見た槍 ヶ岳がとてもきれい。

来年が怖いです。

天気最悪。

南アルプス

3回生 L市山

sL長谷川

得田

2回生  久保寺

矢内

1回生  井沢

大西

芝

西脇

数々の困難が立ちはだか り泣きそうになりました。

疲れた。人生にも疲れた。

大変だつたけどきれいで した。

雨が降つて後半が残念だつたけど、去年行けなかった山に行けて

良かつた。

天気はまあまあだったけど…。

しんどかったけどよい思い出になりました。

夏合宿の写真部屋に飾つてます。とっても良い思い出ができました。

縦走したいc

大火縄飛び。出し物は火の競演、狂演、恐演。
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40周 年 の 一一 =曜妻

…

3回生 残念ながら参加できませんでした。 45周年は必ず参加 します。

なかなか不思議な行事で楽しかつた。

変な所をお見せ してすいません。

OBの方 とキャンプファイヤーのそばで歌つたとき、WV部 の歴史

を感 じた。

先輩方の生の声が聞けて良かつた。

昔のワングルのいろいろな話を開けて良かつた。

見てはならないものを見れた。

芸がおもしろい。

2代 ロワングル (加藤親子)も誕生して良かつた。

OBの人との親睦が深まつて良かつたな。

芸がおもしろかつた。

おもしろいものを見た。

ビックリ !

フリチンになってすんません。

いい話が多々聞けてとてもためになり申した。

歴代ワングルの人たちは飛びぬけた人が多くて驚きましたが、

一緒にお酒を飲んでいろいろと話をしてすごくおもしろかつた。

いいんじゃない。たのしかったよ。

こんな行事もあるんだなあ。エールもやつた。

上の人を知れた。

思つたより楽しかった。

上回生の,人は面白い人だつた。

「ファイヤー !」 byも と竹内先輩の弟子清水

出た し、出て良かつた。

楽 しかつた。

上回の人がたくさん来ておもしろ

第七ギョーザの恐怖。

仕事をしなかつた。

人間火炎車 l上43矢田部 下43奥野

2回生

1回生

市山

市丁本寸

得田

竹内

谷本

田オ・l

長谷川

林

森田

石川

伊藤

越前

久保寺

坂本

笹田

志賀

角谷

矢内

阿納

小倉

加藤

清水

杉村

田中

谷上

藤井

オ1本公

矢田部
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差出人 :前 田達男 くmaeda330@kenroku kanazawa u acjp〉

宛先 : '奥名 '〈 ksc―okuna@nsknet orjp〉

日時 : 1998年 12月 15日 1027

件名 : KUWV Winterreise

ワンゲル顧間の前田です。
ワンゲル98年冬合宿の計画書が届きました。

【日程】12月 26日 (土 )～ 28日 (月 )2泊 3日 、予備2非常¬
【山域】荒島岳 (福 井県大野市 )

【行程】
初 日(12/26)

金沢(03:00発 )‐ (バス)‐ 荒島岳登山口‐水郷―おおばこ展望台―小荒島―石楠花
平
2日 目(12/27)

石楠花平―荒島岳―石楠花平
3日 目(12/28)
石楠花平―勝原スキー場へ下山 一 金沢

【Party】
CL:森 田善文 (工学部・機械)CSL:竹 内利行(工学部・物化)

PL(Party Leader):

(A)L河村浩之 (経済学部)sL市 山祐司(理学部・地球 )

(B)田 村賢司 (工学部・人機)sL佐藤豪一郎 (工学部・土建 )

(C)谷 本愛 (医学部・保健)sL林 司(理学部・言十算) いずれも3回生
各パーティ8名 の24名 ですが、[C]pattyには顧問。前田も厄介になる予定をして

いるので最大時9名 になります。3回生 8名 2回生 6名 ¬回生 10名
【連絡先】
金沢大学学生課 (076)2645155時間外=小林専門職員宅 (076)2630634
部員 長谷川夏樹 (076)2321291(050)632-4927

得田馨理  (050)633-4141(076)2760077
顧間 前田達男 (076)222-5587
※ この計画の特色は、従来までの初日=水郷泊をやめて、一気に石楠花平 (少なく
とも、「おおばこ展望台」過ぎ)まで進むこと、そのことによって 1,白 1日 の日程短
縮。そのわりには、荒島に登ってそのまま下山するという計画線が予定されていない
ことでしょう。

前田達男 金沢大学法学部
920-1192金沢市角間町
TatsuO MAEDA  Faculty of Law Kanazawa University
Kakumamachi, KanazaⅥ /a  920-1192 」apan
E― ma‖ :maeda330@kenrOku kanazawa― ua並
Tel:+31-76-264-5379
Fax:+81-76■234-4067/+81-76-264-5405

上記のように、前田顧間からのネットがつながり、奥名会長がHPに載せて一と現役の

活動をリアルタイムでお知らせできるようになりました。特に夏山シーズン、登る予定の

方はヮングルHPを覗いてみられて下さい。どのコース、どのテントサイトに現1建が入
っているかがわかります。差し入れを抱えて (な くても)お立ち寄り下さし、
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編 集 後 言己

「判決を下す !」 と叫ぶや、半分パンツを下ろし、おケウペンペンーをやるひょうきん

息子 G性に似たの !)力ヽ この頃ようやく漫画日本の歴史を読むようになり、「流罪って

なあに?」 と言う。

「それは、伊1えば政敵 (こ れにも説明がいる)なんかを一」

語りながら、なんと悠長な刑があったものかと思う。あっさり刺し、あっさり飛び下り

るこんな時代から見たら、あっさり毒殺し、あっさり不明の牢死としてもよかったものを

一そういえ|ま どの教師も説明してくれたことはない。何故「流罪」なんて選択があった

のか?当然息子は機 そうに尋ねる。

「それは昔はもっと<たたり>というものが信じられていて、末代 (こ れにも説明がいる

)ま でたたられると困るという考え方があったから」

「特に天皇というのは殺してはいけなかったからねえ」 錬 宮候補は簡単に毒殺される)

「う―ん、政敵というのはそっちがいいという人も随分いる訳だから、殺すと反感を煽っ

てさらに戦争が長引いたリー。そうだねえ、殺さないということで、出則の人間を従わ

せるメリットがあった一それだろうれ 」

このところ金沢では、「前田家百万石を、NHK大河 ドラマに」という運動か盛んであ

る。江戸時代という慢性不況時代を、大藩のまま明治まで乗り切った智恵に学ぼうという

訳である。北国新聞でも、その悲願支援の連載が続けられている。加賀百万石その20。 利

常夜話「流罪の義兄に米贈る」力■1月 あ日付けで紹介されている。

関ケ原敗戦後、利常の異母姉豪姫の夫宇喜多秀家 (秀吉の養子待遇を受けた五大老の一

人)は八丈島に流された。彼はかの地の厳しい自然の中で、関ケ原の勝者の誰よりも長く

生き、84才で死ぬ。前田家は初めはひそかに、利常の代になり許可を受け公然と、その後

明治維新まで約 2604に渡り援助を続けた。明治 2へ 御一新による恩赦でようやく秀家

の子孫達は帰京する。この時にも下屋敷内に住居を与え、独立の際には多額の資金まで提

供しているという。

<富強を誇った利常の時代はともかく、藩財政が火の車になった後でも、加賀藩は八丈島

の流人に対する「無駄」な支出をカットしようとはしなかった。慣例を墨守したと言えば

それまでだ力ヽ 藩祖利家の律儀と三代利常の鷹揚力Ⅵ豹上げた藩風と言えるかもしれなか

った。>

先祖の咎で 2C104も 島にこもり続けた子孫も子孫なら、幽霊のような親戚達への支援を

断たなかった人達も人達である。

一夜にして50億円を失った男力洋疇 0こ流れている。 2604に渡る仕送りを続けた藩

の伝統残る金沢は、雪に理もれようと、律儀で、鷹揚で、温かい。KUWVの Kは、関西

でも、近畿でもなく、百力有の「金沢」なのである。 (で も、やはり先立つものが一

ご協力をお願いします。)
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